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放課後の子どもたち特
集

　

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
小
学
生
の
放
課
後
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
諸
外
国
の
動

向
も
参
照
し
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。
放
課
後
は
小
学
生
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
幼
児
や
中
高
生
に
つ
い
て
も
検
討
が
求
め
ら
れ
る
が
、
本
稿
で

は
小
学
生
が
利
用
す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
問
題
を
中
心
に
見
て
い
く
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
は
、
親
が
仕
事
な
ど
で
家
に
い
な
い
小
学
生
が
放

課
後
や
長
期
休
暇
中
に
利
用
す
る
施
設
で
、
学
童
保
育
、
学
童
ク
ラ
ブ
な

ど
と
呼
ば
れ
る
。
一
九
九
七
年
に
制
度
化
さ
れ
た
当
初
は
、
対
象
は
お
お

む
ね
一
〇
歳
ま
で
と
さ
れ
た
が
、
二
〇
一
五
年
度
か
ら
は
六
年
生
ま
で
に

拡
大
さ
れ
た
。
小
学
校
は
文
部
科
学
省
の
所
管
だ
が
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
は
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
厚
生
労
働
省
所
管
の
施
設
と
な
る
。

放
課
後
の
子
ど
も
た
ち

小
学
生
の
放
課
後
の
現
状
と
課
題

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
を
め
ぐ
る
状
況
も
流
動
的
に
な
っ
て
い
る
が
、

諸
外
国
の
動
向
な
ど
と
比
べ
る
と
、
親
の
就
労
対
策
に
力
点
が
お
か
れ
、

子
ど
も
の
権
利
の
視
点
が
薄
い
の
が
日
本
の
特
徴
で
あ
る
。

子
ど
も
に
ふ
さ
わ
し
い
放
課
後
を
考
え
て
い
き
た
い
。

日
本
総
合
研
究
所
調
査
部
主
任
研
究
員

池
本
美
香

い
け
も
と
・
み
か

神
奈
川
県
生
ま
れ
。
一
九
八
九
年
日
本
女
子
大
学
文
学
部
英
文
学
科
卒
業
、
三
井
銀
行
入
行
、
三
井
銀

総
合
研
究
所
出
向
。
所
属
先
の
合
併
に
伴
い
、
二
〇
〇
一
年
よ
り
現
職
。
専
門
分
野
は
保
育
、
教
育
、

社
会
保
障
、
労
働
な
ど
子
ど
も
・
女
性
に
関
わ
る
政
策
。
二
〇
〇
〇
年
千
葉
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科

学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
学
術
）。
著
書
に
『
失
わ
れ
る
子
育
て
の
時
間
』（
勁
草
書
房
、
二

〇
〇
三
年
）、
編
著
書
に
『
子
ど
も
の
放
課
後
を
考
え
る
』（
同
、
二
〇
〇
九
年
）、『
親
が
参
画
す
る
保

育
を
つ
く
る
』（
同
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
。

緯
が
あ
る
た
め
だ
が
、
そ
の
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
一
方
で
株
式
会
社

の
運
営
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
量
も
質
も
と
も
に
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
ま
ず
量
に
つ
い
て
は
、
国
の
二
〇
一
九
年
の
調
査
で
は
、
利
用
で
き

な
か
っ
た
子
ど
も
の
数
が
一
万
八
二
六
一
人
と
、
保
育
所
の
待
機
児
童
数

（
一
万
六
七
七
二
人
）
を
上
回
っ
て
い
る
。
国
は
「
新
・
放
課
後
子
ど
も
総

合
プ
ラ
ン
」（
以
下
、
新
プ
ラ
ン
）
で
、
二
〇
一
九
年
か
ら
二
〇
二
三
年
の

五
年
間
に
三
〇
万
人
分
の
受
け
皿
を
整
備
し
、
二
三
年
度
末
ま
で
に
一
五

二
万
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　

待
機
児
童
が
増
え
て
い
る
背
景
に
は
、
女
性
の
就
業
率
の
上
昇
が
あ

る
。
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
八
年
の
一
〇
年
間
に
、
二
五
～
四
四
歳
の

女
性
の
就
業
率
は
六
五
・
八
％
か
ら
七
六
・
五
％
に
一
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上

も
上
昇
し
た
。
加
え
て
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
増
加
、
き
ょ
う
だ
い
数
の
減

少
、
三
世
代
同
居
の
減
少
、
地
域
社
会
の
人
間
関
係
の
希
薄
化
、
治
安
の

悪
化
、
交
通
事
故
の
心
配
な
ど
も
、
ク
ラ
ブ
の
利
用
希
望
者
を
増
や
す
要

因
と
な
っ
て
い
る
。
以
前
は
親
が
働
い
て
い
て
も
、
子
ど
も
が
一
人
で
留

守
番
を
す
る
、
き
ょ
う
だ
い
や
親
戚
、
友
だ
ち
と
過
ご
す
な
ど
で
、
放
課

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状

（
一
）
膨
張
す
る
利
用
ニ
ー
ズ

　

少
子
化
に
伴
い
小
学
校
の
児
童
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
に
登
録
す
る
児
童
数
は
増
え
続
け
て
い
る（
図
１
）。
小
学
生
の

五
人
に
一
人
が
登
録
し
て
お
り
、
学
年
別
の
利
用
率
を
見
る
と
、
一
年
生

で
は
四
割
が
利
用
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
実
施
場
所
は
、
学
校
の
余
裕
教
室
や
学
校
敷
地

内
の
専
用
施
設
な
ど
、
学
校
内
が
過
半
数
を
占
め
る
。
運
営
主
体
は
自
治

体
が
最
も
多
く
三
分
の
一
、
次
い
で
社
会
福
祉
法
人
と
運
営
委
員
会
・
保

護
者
会
が
約
二
割
ず
つ
と
な
っ
て
い
る
。
運
営
委
員
会
・
保
護
者
会
が
多

い
の
は
、
制
度
化
さ
れ
る
前
に
保
護
者
自
ら
が
設
置
し
て
き
た
と
い
う
経

後
児
童
ク
ラ
ブ

が
必
須
で
は
な

い
子
ど
も
も
多

か
っ
た
。
し
か

し
、
帰
宅
時
間

が
遅
い
親
も
増

え
、
交
通
事
故

や
犯
罪
、
自
然

災
害
の
不
安
も

高
ま
る
中
、
低

学
年
は
も
ち
ろ

ん
高
学
年
に
な

っ
て
も
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
が

必
要
だ
と
考
え

る
人
が
増
え
て

い
る
。

　

放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
は
利
用

者
数
に
加
え
、

利
用
時
間
も
増

え
る
方
向
に
あ
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図１●放課後児童クラブ登録児童数・小学校児童数の推移

出典：厚生労働省「放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の実施状況（2019年 5月1日現在）」、
文部科学省「学校基本調査」
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